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講演 ・ 会 議 等 (P1^) 
P1 新 大 臣 ・ 新 副 大 臣 ・ 新 政務 官 就任 に つい て 
P2 全国 証券 大 会 に お ける 麻生 前 大 臣 挨拶 に つい て 





お 知ら せ (P4) 
フー ド バ ン ク 団体 等 に 災害 用 備蓄 食品 の 無償 提供 を 行い まし た ! 





政策 解説 コー ナー  (P5 ぐ ) 
P5 4 年 目 を 迎え た リス ク 分 析 総 括 課 の 現在 
総合 政策 局 リ スク 分 析 総 括 課 総括 調整 官 佐藤 雅之 
P9 最近 の イン ド 情 勢 と 日 印 金融 協力 
在 イ ンド 日 本 国 大 使 館 二 等 書記 官 名 古屋 智 寛 
P11 つみ た て NISA Meetup( 愛 称 「 つ み ッ プ 」) オ ン ラ イン 開催 
総合 政策 局 総合 政策 課 課長 補佐 塚本 俊太郎 





お 知ら せ (P13 へ ~) 
P13 市 場 へ の メッ セー ジ (課徴 金 納付 命令 勧告 の 解説 ) 
P14 銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ ヘー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に - 








先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み (P15) 





= オン ライ ン 版 は こち ら か ら 
https://www.fsa.go.jp/access/index.html fj, 
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新 大 臣 ・ 新 副 大 臣 ・ 新 政務 官 各 任 に つい て 






































令 和 3 年 10 月 4 日 、 岸 田 新 総理 に よる 新 内 閣 が 発足 し 、 金 融 担 当 大 臣 と し て 鈴木 俊一 (すず き 
し ゅ ん いち ) 大 臣 が 就任 し まし た 。 また 、10 月 6 日 の 臨時 間 議 に お いて 副 大 臣 、 大 臣 政務 官 が 決定 し 、 
金融 担当 と し て 黄 川 田 仁志 (きか わ だ ひと し ) 副 大 臣 、 宗 清 皇 一 (むね きよ こう いち ) 大 臣 政 
務 填 が 就任 し ま | 陸 8 

鈴木 大 臣 、 黄 川田 副 大 臣 、 宗 清 大 臣 政務 官 は 、 金 融 庁 職員 に 対し 訓示 を 行う と と も に 、 麻 生 太郎 前 
大 臣 、 赤 澤 亮 正 前 副 大 臣 、 和 田 義明 前 大 臣 政務 官 か ら そ れ ぞ れ 引 継ぎ を 受 け ま 2 















































































































































訓示 の 様子 


























臣 政 務 官 の 訓示 の 様子 ] 











| 写真 : 黄 川田 副 大 臣 の 訓示 の 様子 | | 写真 : 鈴 












































引継 ぎ 式 の 様子 

























































































写真 : 黄 川田 副 大 臣 ( 右 ) と 赤澤 写真 : 鈴木 大 臣 ( 左 ) と 麻生 前 写真 : 宗 清 大 臣 政務 官 ( 左 ) と 和田 
前 副 大臣 ( 左 ) の 引継 ぎの 様子 大 臣 ( 右 ) の 引継 ぎの 様子 前 官 ( 右 ) の 引継 ぎの 様子 
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全国 証券 大 会 に お ける 麻生 前 大 臣 挨拶 に つい て 





本 年 9 月 30 日 、 日 本 証券 業 協会 に よる 「 令 和 3 年 全国 証券 大 会 」 が 開催 され 、 麻 生 大 臣 (当時 ) が ビ 
テッ ツン りり の OR 2 の NIIU 
な お 、 会 の 模様 は 、 日 本 証券 業 協会 ウェ ブサ イト ※ か ら ご 覧 いた だ け ま す 。 


【 は じ め に 】 

本 日 は 、 証 券 大 会 に お 招き いた だ き 、 御 礼 申し 
0 
皆様 方 に は 、 こ れ ま で も 和 金融 行政 に 多大 な ご 協 
を いだい まう が ョ き 純 き ょ の お 夏 
de 

今年 も 昨年 に 引き 続き 、 征 券 大 会 は WEB 開 催 に こ 
次 る と いう こと で 、 ビデ オメ ッ セ ー シン 2000 
計上 周回 M ま 9 

最近 で は 政府 の 会 議 や 国際 会 議 で も オン ライ ン 
形式 の も の が 珍し く な く な っ て きた と 感じ ます が 、 

や っ て みる と 、 会 議場 へ の 移動 が 不要 に な る な ど 、 | 
便利 な こと も ある の で は な いで し ょ うか 。 
対面 で な く て は 伝わり に くい こと も ある か も し れ ま せん が 、 何 事 に も 状況 の 変化 に 適応 し て 、 そ の 中 
C+ ノノ SG で 公 仙 U ま の 2 

本 会 の ご 盛会 を お 慶び 申し 上 げ る と と も に 、 開 催 に 当たり 、 一 言 ご 挨拶 を 申し 上 げ ま す 。 








写真 : 麻生 大 臣 (当時 ) の 挨拶 の 様子 ] 














六 2 昭 | 還 の 委 全 間 員 Ni 

この 1 年 を 振り 返っ て み ま す と 、 や は り 新 型 コ ロナ へ の 対応 と いう も の が 最も 大 き な 課 題 で は な か っ 
6YAMSGAAE IE 

最近 で は 、 日 本 に お いて 、 ワ クチ ン の 2 回 接種 を 終え た 人 の 割合 は 人 口 の 50% を 超え 、 ア メリ カ の 接 
種 率 も 上 回 り ま し た 。 今後 は 感染 拡大 防止 策 を 講じ な が ら 、 経 済 の 回 復 を 追求 する 必要 が あり ます 。 

報道 で は 感染 者 数 ば か り が 取り 上 げ ら れ ま す が 、 日 本 の 人 口当たり の 死亡 者 数 は 極め て 少な い 。 過度 
NN 卓 M く 民 れ iG 冷 誠 に 対応 ゆる に と が 車 要 で す 。 

、 今 後 、 経 済 を 本 格 的 に 回 復 さ せる に は 、 景 気 の 「 気 」 の 部 分 が 大 事 で す 。 
0 
お 金 を 持っ て いる 。 家計 が こう し た お 金 を 使い 、 個 人 消費 が 伸び て いく 環境 が 重要 で は な いで し ょ うか 。 

GDP の 3 大 要素 の 1 番目 が 今 申 し 上 げた 個人 消費 。 そ の 次 に 重要 な 要素 が 設備 投資 で す 。 企 業 も 内 
部 留保 を た め る だ け で な く 、 設 備 投 資 に 資金 ん 回 し 、 デ ジタル 化 や 新規 事業 へ の 進出 と いっ た 「 攻 め の 
姿勢 」 が 極め て 重要 と な っ て きま す 。 
資本 市 場 を 支え る 皆さま が 、 企 業 の 積極 的 な 取組 み を 後押し し 、 成 長 資金 を 供給 し て いく こと が 重要 
0 GNUNNG UE) の 














































































































































































































【 国 民 の 安定 的 な 資産 形成 】 
また 、 先 ほど 申し 上 げた よう に 、 日 本 に は 、1.992 兆 円 も の 個人 金融 資産 が あり ます が 、 そ の 半分 以 
上 の 1.,072 兆 円 が 現 預 金 で 眠っ て いま す 。 




































































※ 日 本 証券 業 協会 ウェ ブサ イト 「 令 和 3 年 全国 証券 大 会 」 の 模様 : 
https://www.jsda.or.jp/about/gyouji/index.html 2 















































今 は 普通 預金 の 金利 が 0.001% だ か ら 、10 億 円 預金 し な いと リタ ー ン が 1 万 円 に な ら な い 。 さ ら に は 
分 離 課税 が 20% か か る か ら 、12 億 円 な いと 1 万 円 に な ら な い 。 それで も 現 預 金 で 持っ て いる 。 
世界 中 、 現 預金 の 比率 が 個人 金融 資産 の 半分 な ん て いう 国 は 聞い た こと が あり ませ ん 。 12 億 円 預金 し 
て 金利 収入 が た っ た 1 万 円 だ っ た ら 、 株 や 投資 信託 等 、 他 に 投資 先 は いろ いろ ある の で 、 そ うい っ た 投 
商 同 加計 れれ だら と くう で 9 の が と 言う くき こと この で す 9 
その た め に も 、 一 つ に は 、 日 本 に 多く いる 富裕 層 に 、 い か に 資金 を 資産 運用 に 振り 向け て も ら う か 。 
証券 界 の 皆様 が 、 運 用 の 技術 を 磨き 、 顧 客 の 信頼 を 得 て い く こ と が 大 事 で は な いで し ょ うか 。 

また 、 若 年 層 の 投資 も まだ まだ 進ん で いな い 。 資産 形成 は 長期 的 に 行っ て いく こと が 肝要 な の で 、 あ 
る 程度 若い うち か ら ラ イフ プラ ン を 考え て 資産 形成 に 取り 組む こと を 後押し する 必要 が ある の で は な い 
90EM0N id 

私 ども と し て は 、 家 計 の 安定 的 な 資産 形成 を 促進 する た め 、NISA の 導入 ・ 拡 充 に 取り 組ん で きま し た 。 
つみ た て NISA は 、 今 年 4 年 目 を 迎え ん 、 お か げ さ まで 、 若 年 層 を 中 心 に 、 利 用 者 数 、 投 資 額 と も に 順調 
に 増加 し て いま す 。 今年 3 月 末 時 点 で 、 一 般 の NISA も 含め 、1.586 万 口座 が 開設 され 、 約 23.1 兆 円 が 投 
に 疲 MSA 2 の IS SU 

今後 と も 、 制 度 の 普及 ・ 促 進 を 通し て この 流れ を 更に 加速 さす た いと 考え て お り ま す 。 
皆様 に お か れ ま し て も 、 国 民 の 安定 的 な 資産 形成 に 向け て 、 積 極 的 な 創意 工夫 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 













































































































































































































































































































































































































































































【 国 際 金 融 セ ンタ ー】 

先ほど 日 本 の 個人 金融 資産 に つい て 申し 上 げ ま し た が 、 こ れ は 国際 的 に も 大 変 な 強み で あり ます 。 

さら に 、 日 本 は 、 安 定 し た 政治 や 法律 制度 、 良 好 な 治安 や 生活 環境 と いう 強み も あり 、 大 きか な 実体 経 
済 と 株 式 市 場 と いっ た 、 資 産 運 用 ビジ ネス に と っ て の ポテ ン シ ャ ル も 高い と 思い ます 。 

金融 庁 と し て は 、 こ うし た 強み や ポテ ン シ ャ ル を いか し 、 ア ジア 、 世 界 に お ける 「 国 際 金 融 セ ン 
二川 GU (の 6 信 の 作 み る 目 折 だ いと ん (6 りり まり 

本 年 1 月 に は 、 新 し く 日 本 に 参入 する 海外 の 資産 運用 会 社 の 登録 か ら 監 督 ま で を 、 英 語 で ワン スト ッ 
プ で 行う た め の 、「 拠 点 開 設 サ ポー ト オ フ ィ ス 」 を 立ち 上 げ ま し た 。 既に 4 件 の 英語 で の 登録 が 完了 し 
7 の の 
還 RO0: 和 目 (GNDS6 ポ 回 是 (2020 信 馬上 く 人 EAN Ge NII 2 上 2 ん ン ョ ミル 1 シン 0 
国民 総 所 得 ) は 557 兆 円 で す 。 こ の GN | と いう の は 、 海 外 へ の 株 式 等 の 投資 か ら 得 られ る 収益 な ど を 
足し 合わ せ た も の で す 。 今や GDP より も GN 1 の 方 が 大 きい 。 日 本 は か つて の 貿易 立国 か ら 人 金融 立国 
の よう な 形 に 変わ りつ つ あ り ま す 。 














































































































































































































今後 と も 、 各 種 施策 と 合わ せ て 世界 に 開か れ た 国際 金融 セン ター の 実現 を 目指 し て まい り た いと 考え 
(CO ES 
【 お わり に 】 


最後 に も う 一 言 申し 上 げ ま す 。 

の pl 選 呆 Re202(020UUS2A2422602N く 0 の し 200( 届 00 ま /6。 

日 本 は 、 オ リン ピッ ク で は 過去 最多 58 個 、 パ ラリ ン ピ ッ ク で は 過去 2 番目 に 多い 51 個 の メダ ル を 和 獲得 
し 、 大 変 喜 ば し く 思 っ て お り ま す 。 

開催 に 反対 する マス コミ も あり まし た が 、 国 民 の 多く は 、 新 型 コ ロナ の 困難 な 状況 の 中 、 ア スリ ー ト 
の 活躍 に 大 変 勇気 づけ られ た の で は な いで し ょ うか 。 

私 自身 も 、 ク レー 射撃 の 選手 と し て 、1976 年 モン トリ オー ル 五 輪 に 出場 し た 経験 が あり ます 。 

各国 の 選手 と 相 ま み えて 、 同 じ 舞 台 で 戦う こと は 、 グ ロー バル 化す る 金融 市 場 に お いて 、 各 社 が 互い 
に 学び な が ら 切 確 球磨 し 、 成 長 し て いく 様子 と も つなが る も の が ある と 思い ます 。 

日 本 の 金融 市 場 は 、 こ れ ま で の 証券 界 の 皆様 の ご 尽力 に より 、 海 外 市 場 と の 競争 の 中 で 大 きく 成長 し 
(NE 中 

今後 も 、 日 本 市 場 の 国際 的 な 魅力 が 一 層 高 まる よう 、 金 融 庁 は 努力 し て まい り ま す の で 、 皆 様 の ご 協 
力 を よろ し く お 願 い 申 し 上 げ て 挨拶 と させ て いた だ きま す 。 
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お 知ら せ 


フー ド バ ン ク 団体 等 に 災害 用 備蓄 食品 の 


無償 提供 を 行い まし た ! 








金融 庁 で は 、 地 震 発 
扇 告 半 合 一定 量 の 食品 や 飲料 水 を 備蓄 し て いま す 。 IE 
に つい て は 、 当 該 食 品 に 定め られ た 保管 方 法 に 従い 適切 に 管理 し て お り 
まま 還 i 目 EN0 の 0 うれ DON の i 定期 的 に 入替 
62 周 R2NS EEE 


























本 年 4 月 21 日 、 政 府 全 体 と し て 、 国 の 災害 用 備蓄 食品 に つい て 、 | 食 
I 有効 に 活用 する た め 、 入 れ 
替え に より 災害 用 備蓄 食品 の 役割 を 終え た も の に つい て 、 原 則 と し て 、 
NN DP 
979NSSS2KDdlle 6 









































金融 庁 で は 、 当 該 申 合せ を 踏ま え 、 備 薔 食品 の うち 本 年 10 月 ・11 月 に 
賞味 期限 を 迎え る も の に つい て 、 賞 味 期限 が 到来 する 前 に 、 フ ー ド バン 
ク 団 体 等 に 無償 提供 を 行う : こ と と し まし た 。 具 体 的 に は 、 本 年 8 月 30 日 
か ら 9 有 月 3 上 日 まで の 間 信昌 用 ニク リド (DO 市 詰 128 向 
(ソー セー ジ 1,704 缶 、 や き と り 720 缶 、 和 牛肉 大 和 煮 1.704 向 ) の 提供 を 行 
う 旨 の 公告 を 掲載 ま 3 し 、 ご 応募 頂い た 8 つの フー ド バ ン ク 団体 等 に 提供 
を 行い まし た 。 これ ら の 食品 は 、 今 回 提供 を 行っ た フー ド バ ン ク 団体 等 
を 介し て 、 生 活 困窮 者 や 高齢 者 な ど 、 真 に 必要 と する 方 に 向け て 順次 届 
(00GUIN ま の 

















































































































生 時 な ど 災 害 時 に お いて も 業務 が 継続 で きる よう 、 





ト 食堂 様 (写真 




















・ 蒲田 巴 公 

















右 ) へ の 引渡 時 の 様子 



























































































































































金融 庁 で は 、 食 品 ロ ス 削減 や 生活 困窮 者 支援 等 に 資す る よう 、 次 回 以 < 
降 の 備 鞭 食品 等 の 入替 え に お いて も 、 関 係 省 庁 と 連携 し な が ら 同 様 の 取 a ーー 6 
組み を ES VIBE 写真 : 浦田 子供 堂 の 模様 
2 2 | (蒲田 子供 食堂 様 提供 ) 
写真 : 公益 社団 法人 フー 半生 VA Ar 
が 行わ れ ま し た (写真 左下 が 金融 庁 が 提供 し た や き と り 千 ) 。 横浜 
市 立 大 学 で は 、 フ ー ド バン ク か な が わ 様 な どの 協力 の も と 、 新型 コ 
ロナ に より 上 厳しい 生 活 を 送ら れ て いる 学生 を 対象 に 「 食 の 支援 」 を 
行っ て いま す (フー ド バ ン ク か な が れ わ 様 提供 ) o 
※ この ほか 、 今 回 提供 を 行っ た フー ド バ ン ク 団体 様 か ら お 礼 の 
お 便り を いた だ いて お り ま すず 
※1 賞味 期限 は 、 お いし く SS と が で きる 期限 で あり 、 定 め ら れ た 方 法 に より 保存 し た 場合 に 、 期 待 さ れる 






































































































































































































































全て の 品質 の 保持 が 十分 に 可能 で ある と 認め られ る 期限 で す 。 

ペク ニョ ド バ ン ク 同体 等 ! ee ee ド バ ン ク 団体 の ほか 、 子 ども 食堂 な ど 、 生 活 困 鷺 者 等 に 対し 食料 ・ 食 事 の 提 
供 を 行う 団体 を 含み ます 。 

※3 | 金融 庁 の 災害 用 備蓄 食品 の 有効 活用 の 取組 み に つ いて 」【 
https://www.fsa.go.jp/choutatu/choutatu_j/choutatsu 同音 html を ご 参照 くだ さい 。 
また 、 金 融 庁 を 含む 各 府 省庁 の 提供 情報 に つい て は 、 農 林 水 産 省 「 国 の 災害 用 備蓄 食品 の 提供 ポー タル サイ 
ト 」 CL loss/portal.html に も 掲載 され て いま す 。 
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1. は じ め に 

リス ク 分 析 総 括 課 は 、 平 成 30 年 7 月 の 組織 再編 1 で 誕生 し 、4 年 目 を 迎え 
た 金融 庁 の 中 で も 新しい 課 で す 。 た だ 、 残 念 な が ら 、 私 自身 も 「 リ スク 分 析 
総括 課 っ て 何 を し て いる 課 な の ? |」 と 聞か れる こと が 大 変 多 く 、 余 り 世 に 知 
られ て いる と は いい 雌 い 現状 で す 。 

実は せ 、 リ スク 分 析 総 括 課 は 、300 人 近く の 職員 が 在籍 し て いる 霞が関 で も 有 
数 の 巨大 な 課 で あり 、15 の 室 ・ グ ルー プ ・ チ ー ム ※2 が 多種 多様 な 業務 を 行っ 
て いま す 。 従っ て 、 容 易 に 業務 内 容 を 簡単 に 説明 し きれ な いと いう の も 事実 で 
す 。 確 か に 複雑 な 組織 で は ある の で す が 、 金 融 庁 の 公式 ウェ ブサ イト で も 、 業 
務 に 関す る 資料 を 十分 に 提供 し て き て お ら ず 、 世 に 理解 され て いな い の は 金融 
誠人 の 5 詳 昌志 も ます 9 の 9 ホホ 机 6GN く て 20 っ 人 民 邊 も 時 まき ス リス ク の 
析 総 靖 課 が だ 0200 うた 串間 で あめ る が に つい で 紹 作 し た いと 思い まあ MRNGA 
金融 庁 内 の 通称 で ある 『 リ 分 課 』 ( り ぶ ん か ) と 称し ます 。 

な お 、 金 融 庁 で は 、 新 た な 重要 テー マ へ の 対応 な どの た め 、 課 室 間 の 担 務 の 見 直し や 機構 の 見 直し が 毎 
年 行わ れ て お り ま す 。 り リ 分 課 に つい て も 発足 当初 と 比べ て 新た な 業務 が 追加 され て いる ほか 、 今 後 も 見 直 
し が な され る 可能 性 が 十分 あり ます 。 以下 は 、 本 年 10 月 現在 の 業務 実態 に 即 し た 説明 で ある こと を ご 理解 
願い ます 。 






































































































































2. リ 分 課 の 概要 と コン セプト 
リ 分 課 発 足 の 背景 に は 、 検 査 ・ 監 督 の 在り 方 の 見 直し の 議論 が あり まし た 。 詳細 は 省略 し ます が 、「 金 
融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) ※3]| (平成 30 年 6 月 ) 等 で は 、「 形 式 ・ 過 去 ・ 
部 分 」 の 視点 か ら 脱却 し 、「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 の 視点 か ら の 行政 を 行う た め 、 オ ン ・ オ フー 体 の 継続 的 
な モニ タリ ング を 行う こと や 、 金 融 機関 の 実情 に つい て の 深い 知見 や 課題 毎 の 高い 専門 性 を 次 積 する こと 
の 重要 性 が 掲げ られ て お り ま す 。 そ うし た 問題 意識 を 踏ま えて 、 リ 分 課 は 、 上 旧 検 査 局 の 一 部 の 業務 を 引き 
継ぎ つつ も 、 金 融 シ レス テム や 複数 の 金融 機関 等 に 共通 する リス ク の 状況 ・ 動 向 に 関す る 調査 ・ 分 析 の 総括 
や 包括 的 又は 特に 専門 的 な 調査 ・ 分 析 ・ 検 査 を 行う チー ム と し て 作ら れ た 組織 で す 。 も う 少 し 具体 的 に は 、 
(① デ ー タ 分 析 及 び モ ニタ リン グ 基 盤 の 整備 、② 横 断 的 モニ タリ ング 、③ 業 熊 別 の モニ タリ ング の 3 つ を 通 
じ て 、 総 合 的 に 金融 レス テム 全体 の リス ク や 業態 横断 的 な 課題 に 対応 する 専門 チー ム 、 と 整理 で きま す 。 
な お 、 立 入 検査 に つい て 、 組 織 再 編 前 の まだ 「 モ ニタ リン グ | と いう 言葉 が 庁 内 で 共通 用 語 で は な か っ 
た 時 代 に は 、 検 査 は 検査 局 、 行 政 対応 や 許認可 は 監督 局 と いっ た 役割 分 担 が あり まし た 。 検査 局 は 廃止 さ 
れ ま し た が 、 金 融 庁 は 引き 続き 重要 な 手法 と 位置 付け て お り ま す 。 現在 は 、 立 入 検査 を 含め た 金融 機関 の 
モニ タリ ング に つい て 、 監 督 局 ・ リ 分 課 双 方 が それ ぞ れ の 役割 を 担い つつ も 日 頃 よ り 密 接 に 連携 する 体制 
Oo うり の 
リ 分 課 の 人 員 構 成 で す が 、 約 100 名 が 、 民 間 出 身 の 専門 家 と な っ て お り 、 シ ステ ム 、 市 場 リ スク ・ 信 用 
リス ク の 専門 家 を 初め と し て 、 様 々 な 専門 分 野 の 職員 を 採用 し 、 業 務 を 行っ て お り ま す 。 様々 な 専門 人 材 
を 採用 し 、 そ うし た 専門 人 材 の 知見 が 金融 行政 に 活か され る 仕組 み を 作っ て いく こと は 、 リ 分 課 、 更 に は 
金融 庁 全体 の 大 き な テ ー マ で す 。 
※1 総合 政策 局 の 新設 を 初め と し た 組織 再編 の こと 。 詳細 に つい て は 、「 金 融 店 の 組織 再編 に つい て 」 
https://www.fsa.go.jp/news/30/20180710.html を ご 参照 くだ さい 。 
※2 室 の 下 に 更に 小 規模 な チー ム が 存在 する な ど 、 数 え 方 は いく つか 考え られ る も の の 、 こ こ で は 実態 面 を 重視 
li 
※3 「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) 」 に つい て は 、 5 
https://www.fsa.go.jp/news/30/wp/wp_revised.html を ご 参照 くだ さい 。 
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3. リ 分 課内 の 各 室 ・ グ ルー プ ・ チ ー ム の 概要 
0 氷 KNO NSR リル ニン 2 バド 




































































































































































































































































































































































































































を 、 組 織 運 営 に 必要 な バッ クオ フィ ス 【 資 料 1 】 リ スク 分 析 総 括 課 の 組織 図 
a 前 述 の 3 つの 機能 別に 大 き な グ ル | リス ク 分 析 総 括 課 | ※2021 年 11 月 現在 
ー ダ と 整理 し た 上 で 、 具 体 的 な 業務 を 
ミト 総務 グル ー プ 
説明 し 議 誠 拉 計 間 た シン ッ ン ピン : 
検査 監理 官 グ ルー プ 
① バ ッ ク オ フィ ス 
2 パク ポラ クス 6 お クル ニッ tc 
を 線 次 芯 天 | 語 久 ルー アタ が の め り SEI グル ー プ 
中 2020 DD 2 ルー クリ 2 a . し 半生 
予算 、 広 報 、 国 会 、 機 構 ・ 定 員 な ど ーーーーー IF: サイ バー や ニタ リン グチ テー ム 自 人 
パ 当 A | マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 企画 室 | リン 
の 、 霞 が 関 で いう 部 局 の 総務 課 的 な ゴン 町 ループ 
機能 を 担っ て お り 、 様 々 な 職員 か ら a 
EE A 大 手 銀行 モニ タリ ング 室 
構成 され る リ 分 課 が 、 全 体 と し て 今 フィ ン テ ッ ク 監 理 宮 ーー 
エコ = 。 フィ ン テ ッ クモ ニタ リン グ 室 = 
まで 以上 の 力 を 発揮 で きる よう 、 活 ーー 撤 ー タ リッ | 草 そ ニ タ 
動 し て いま す 。 一 | 資金 決済 モニ タリ ング 室 グル ー プ 
貸金 業 室 
A 監 } 官 0)| の = 0 ジジ 具 王 来 
伺 a 2 慌 査 を 中 金融 サー ビス 仲介 業 室 ・ 電 子 決済 等 代行 業 室 











心 と し た 金融 庁 が 行う モニ タリ ング 
に つい て 、 各 チー ム へ の 支援 、 検 証 方 法 や 対話 手法 な どの 品質 管理 、 研 修 の 実施 な ど 、 総 合 調整 機能 
を 担っ て いま す 。 例 えば 、 コ ロナ 褐 で 、 リ モー ト 手 法 を 活用 し た 新しい 検査 スタ イル へ の 転換 が 一 つ 
0INE ソ ッ ク 28 (ちらり まり 9 また 氏 昌 原信 GA く < 涯 国 の 財務 局 が 人 つう 全 吾 に つい や も に 6 
記 BNINSE き PNGEEPEHDICON262S20GUUUESEG 記 





















































② デ ー タ 分 析 ・ 基 盤 整備 グル ー プ 

デー タ 分 析 ・ 基 盤 整 備 グ ルー プ は 、 金 融 モ ニタ リン グ を 行う 上 で の 基礎 と な る 、 デ ー タ の 整備 や 分 
析 に 関わ る 事務 と 、 金 融 機 関 の 健 全 性 を 把握 する た め に 必要 な 基準 の 整備 に 関わ る 業務 を 行っ て いま 
あ 。 テー タ 関 連 の 業務 選 つ いて で は 、 情報 分 析 藍 理 表 の Fm テー タ 分 本 統 牛 室 。 情報 ・ 分 析 宇 、 マ クロ 
分 析 室 の 3 つの 室 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 

デー タ 分 析 統 括 室 で は 、 庁 内 の デー タ 分 析 の 高度 化 を 推進 し て いま す 。 具 体 的 に は 、 庁 内 の デー タ 
分 析 プ ロジ ェクト を 集約 ・ 支 援 す る と と も に 、 金 融 機関 か ら の 徴 求 デ ー タ を 金融 経済 情勢 に 関す る マ 
クロ デー タ や 企業 の 個 社 デ ー タ と 組み 合わ せ て 分 析 す る こと や 、 粒 度 の 細か い デ ー タ を 金融 モニ タリ 
ング 上 積極 的 に 活用 する こと に 向け た 検討 を 行っ て いま す 。 
青 報 ・ 分 析 室 で は 、 金 融 機 関 か ら 提出 の あっ た 資料 の デー タ を 、 分 析 に 活用 で きる よう 整備 (クレ 
ンジ ング ) する と と も に モニ タリ ング の 基礎 資料 と し て 貸出 金 や 預金 動向 の 分 析 を 行っ て いる ほか 、 
モニ タリ ング に 関す る シス テム の 運用 な ど を 行っ て お り ま す 。 

マク ロ 分 析 室 で は 、 金 融 モ ニタ リン グ や 金融 機関 と の 対話 の 前 提 と な る 、 国 内 外 の マク ロ 経 済 、 金 
融 市 場 の 分 析 等 を 行っ て お り ま す 。 

基盤 整備 関連 と し て は 、 健 全 性 基準 室 が あり ます 。 健全 性 基準 室 は 、 バ ー ゼ ル 銀 行 監 督 委員 会 
(バー ゼル 委 ) で 合意 され た 国際 的 な 銀行 規制 等 の 国内 実施 に 関す る 事務 を 担当 し て いま す 。 こ うし 
た 各種 規制 は 、 金 融 機関 の 健全 性 を 確保 する た め の 基 準 と し て 、 各 種 モ ニタ リン グ の 基礎 と な る も の 
で す 。 国際 合意 に 基づく 人 金融 規制 は 多岐 に わた り ま す が 、 令 和 5 年 3 月 末期 か ら の 実施 を 予定 し て い 
る 最終 化 さ れ た バー ゼル 想 の 国内 実施 に 係る 作業 な ど が 、 目 下 の 大 き な テ ー マ と な っ て いま す 。 
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③ 横 断 的 モニ タリ ング グル ー プ 

横断 的 モニ タリ ング グル ー プ は 、「 横 加 (よこ ぐし ) チー ム 」 と も 呼ば れ 、 分 野 別 の 専門 家 が 業態 
を また いで 活動 し て いま す 。 金融 界 全 体 で 取り 組む べき 課題 は 多々 存在 し ます し 、 業 態 を 超え た 連携 
の 動き は ます ます 活発 に な っ て いま す の で 、 横 串 で 見 て いく 必要 性 は 高まっ て いま す 。 具体 的 に は マ 
系 三品 王 タ タリ ジグ ク 0 あ 還 首 生 代 全 人 十 介 則り し モー クリ ンク ニシ クノ 
画 二 の 3 の の チー ム バ が あり ます 
マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング ・ テ ロロ 資金 供与 対策 企画 室 は 、 わ が 国 の 金融 機関 に お ける マネ ロン ・ テ ロ 
金 供与 ・ 拡 散 金融 対策 (マネ ロン 等 対策 ) の 高度 化 を ミッ ショ ン と し て いま す 。 本 年 8 月 に FATF 
(金融 活動 作業 部 会 ) が 、 第 4 次 対日 相互 審査 報告 書 と し て 我が国 の 相互 評価 の 結果 を 公表 し て お り 
ます が 、 本 報告 書 の 指摘 も 踏ま え 、 マ ネロ ン ガ イド ライ ン の 整備 や 、 金 融 機関 の マネ ロン 等 対策 の 検 
・ モ ニタ リン グ 、 金 融 機関 と も 連携 し た 利用 者 へ の 広報 な ど に 取り 組ん で いる と ころ で す 。 
IT・ サ イ バ ー モ ニタ リン グチ ー ム は 、 金融 機 関 の IT ガ バナ ンス の 発揮 に 向け た 対話 の 実施 や レポ ー ト 
の 公表 、 シ ステ ム 障 害 等 の 原因 や 改善 策 の モニ タリ ング と 、 そ の 結果 (障害 傾向 ・ 原 因 及 び 対 策 等 ) 
を まとめ た レポ ー ト の 公表 の ほか 、 サ イ バ ー 演 習 な どの わが 国 金融 機関 の サイ バー セキ ュ リ ティ 水準 
の 高度 化 に 向け た 施策 の 推進 な ど を 担当 し て お り ま す 。 

コン ダク ト 企 画 室 で は 、 金 融 庁 に 寄せ られ る コン ダク ト ・ リ スク ※4 に 関す る 情報 の 収集 ・ 分 析 や 顧 
客 本 位 の 業務 運営 の 確立 ・ 定 着 の た め の モ ニタ リン グ を 行っ て いま す 。 具 体 的 に は 、 顧 客 本 位 の 業務 
運営 の 取り 組み 状況 を 比較 可能 な 形 で 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト か ら 公 表す る (「 取 組 状況 の 見 える 化 ] ) 、 
好 事 例 の 紹介 等 の 情報 発信 の 強化 な ど に 取り 組ん で いま す 。 
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④ 業 態 モ ニタ リン ググ ルー プ 

業態 モニ タリ ング グル ー プ は 、「 縦 軒 (た て ぐし ) チー ム 」 と も 呼ば れ 、 そ れ ぞ れ 担 当 の 1 つの 業 
態 を 、 責 任 を も っ て 深堀 り し て お り ま す 。 監督 局 の 各課 室 も 、 そ れ ぞ れ 所 管 す る 業種 に つい て 責任 を 
有 し て お り ま す の で 、 リ 分 課 は 縦 軒 チー ム の 一 部 を 担っ て いる 存在 、 と いう の が 実態 に 近い か も し れ 
(AI 邊 NN IGIUN の 00DI は BE の ンク EE ンク ニク に 20 の 
金融 サー ビス 仲介 業 室 ・ 電 子 決済 等 代行 業 室 が あり ます 。 

大 手 銀行 モニ タリ ング 室 は 、 大 手 銀行 9 グル ー プ を モニ タリ ング 対象 と し 、 通 年 ・ 専 担 検査 に より 、 
事務 年 度 を 通じ て モニ タリ ング を 実施 し て いま す 。 各 グル ー プ の 重要 な 課題 に つい て モニ タリ ング す 
る ほか 、 統 一 的 目線 で 複数 の 金融 機関 の 取組 み 状況 を 横断 的 に 検証 する 水平 的 レビ ュー な ども 行っ て 
いま す 。 ま た 、 大 手 銀行 に 加え 、 地 方 銀行 や 生命 保険 会 社 の 信用 ・ 市 場 リ スク に 関す る | 各 業 態 の 共通 
課 A 用 2UYG 必要 選 記 DIG 衝 タリ ンク に 取り 條 ん で いま す 

暗号 資産 交換 業 、 資 金 移 動 業 、 前 払 式 支払 手段 発行 業 、 貸 金 業 な どの モニ タリ ング を 担当 し て いる 
の が 、 フ ィ ン テ ッ ク モ ニタ リン グ 室 で あり 、 フ ィ ン テ ッ ク 監 理 官 が 包括 的 に 担当 し て いま す 。 暗号 3 
ZN 内 有人 ノン イ ョ ソック の 2 町 で 当 衣 (SIU ニノ ク ル 欠 品 上 の 語 人 有 O 8 上 
連 ビ ジネス が 目まぐるしく 変化 し て お り ま す が 、 金 融 庁 と し て は 利用 者 保護 や マネ ロン 防止 と 、 イ ノ 
ベー ショ ン の 促進 と の バラ ンス を 取る こと が 重要 と 考え て お り ま す 。 そ うし た 観点 か ら 、 新 た な 金融 
相馬 四半 (9 の 60 00 で ae の クリ クイ / 凡 選ん で 0 ま 9 2 
フィ ン デ テック モニ タリ ング 室内 に は 、 暗 号 資産 交換 業 を 担当 する 暗号 資産 モミ タリ ング 室 、 資 金 移 動 
業 や 前 払 式 支払 手段 発行 業 を 担当 する 資金 決済 モニ タリ ング 室 、 貸 金 業 を 担当 する 貸金 業 室 と いっ た 
3 つの 室 が 設置 され て お り 、 そ れ ぞ れ 分 野 別 の 監督 業務 を 行っ て お り ま す 。 



































































































































































































































































































































































































































法令 違反 の みな ら ず 、 そ の 行動 が 、 社 会 規範 等 か ら の 逸脱 に より 、 利 用 者 保護 や 市 場 の 公正 ・ 透 明 の 確保 に 
影響 を 及ぼ し 、 金 融 機関 自身 に も 信用 避 損 や 財務 的 負担 を 生 ぜ し め る リス ク を 一 般 に いう 。 コ ンダ クト ・ リ 
スク を 含め 金融 庁 の コン プラ イア ンス ・ リ スク に つい て の 考え 方 は 、 平 成 30 年 10 月 15 日 公表 [コン プラ イア 
ンス ・ リ スク 管理 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 基本 方 針 ) 」 
https://www_.fsa.go.jp/news/30/dp/compliance_ revised.html を ご 参照 くだ さい 。 



















































































































































































新しい 形態 の 金融 業 と し て 、 複 数 の 振込 先 へ の 銀行 振込 の 依頼 を ワン クリ ッ ク で 行う こと が で きる 
サー ビス な どの 電子 決済 代行 業 、 1 つの 登録 で 銀行 ・ 証 券 ・ 保 険 す べ て の 分 野 の サー ビス を 仲介 可能 
と する 金融 サー ビス 仲介 業 が あり ます 。 こ うい っ た 分 野 の 登録 に 伴う 業務 や モニ タリ ング を 行う の が 、 
金融 サー ビス 仲介 業 室 ・ 電 子 決済 等 代行 業 室 で す 。 現 在 は 本 年 11 月 に 金融 サー ビス 仲介 業 創 設 に 関す 
る 法令 の 施行 が 予定 され て いる た め 、 円 滑 な 制度 の 導入 が 大 き な テ ー マ と な っ て いま す 。 





4. 目下 の 課題 

金融 は 常に 動い て お り 、 各 チー ム は それ ぞ れ の 課題 に 取り 組ん で お り ま す が 、 そ れ ぞ れ の 施策 の 詳細 は 、 
金融 行政 方 針 な どの 他 の 文書 に 説明 を 譲り ます 。 こ こ で は り 分 課 全体 で シナ ジー を 発揮 し て 取り 組む べき 
話題 を いく つか 紹介 させ て いた だ きま す 。 

ー つ は 、 専 門 性 の 向上 で す 。 り リ 分 課 の 業務 は 、 既 に 紹介 し て きた よう に 多種 多様 で す が 、 高 い 専門 性 が 
葉 け れ ば 成り 立ち ませ ん 。 そ の た め 、 即 戦力 と な る 外部 人 材 の 採用 等 に も 取り 組ん で いま す が 、 内 部 人 材 
を 中 長期 的 な 視点 で 計画 的 に 育成 し て いく こと も 大 変 重 要 で あり 、 多 種 多様 な 人 材 育 成 プ ログ ラム を 用 意 
し て お り ま す 。 具体 的 に は 、 デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 飛躍 的 進展 に 対応 する 観点 か ら 、 金 融 庁 全 職 上 員 の 
IT・ セ キュ リティ の リテラ シー 向上 の 取組 み と と も に 、 「 デ ー タ サイ エン ス 」 の スキ ル 向 上 の た め の 人 金融 
庁 内 の デー タ 分 析 プ ロジ ェクト へ の 参加 者 拡大 や 研修 の 実施 を し て いま す 。 更 に 、 モ ニタ リン グ 能 力 を 継 
続 的 に 向上 させ る 観点 か ら 、 時 ・ 場 所 の 制約 が な い オ ン デ マン ド 動 画 研修 や 思考 力 を 養う 参加 体験 型 グ 
ルー プ 研 修 を 実施 し て いま す 。 

ニ フ つ 目 は 日 本 銀行 と の 連携 で す 。 日 本 銀行 と は 、 組 織 の 目的 や 、 担 当 する 金融 業 の 範囲 な ど に 異な る 点 
が あり ます が 、 金 融 シ レス テム の 安定 と いう 大 き な 目 的 に つい て 、 共 有 し て いる 部 分 も あり ます 。 金融 機関 
居所 つっ 理 の 人 質 担 に な ら な いよ うに また 我が国 全体 の 正和 ョ タリ ンク の リソー ス を 有効 尽 活 用 し 質 の 高 
い モ ニタ リン グ が 実施 で きる よう に と いっ た 観点 か ら 、 本 年 6 月 か ら 開 始 し た 金融 モニ タリ ング 協議 会 を 
中 心 と し て 、 検 査 考 査 先 の 調整 、 重 要 テ ー マ に つい て の 意見 交換 、 計 表 の 一 元 化 、 マ クロ プル ー デ ンス 上 
の 連携 と いっ た 、 テ ー マ 別 に 具体 的 な 連携 の 在り 方 を 検討 し て いる と ころ で す 。 

最後 に 金融 モニ タリ ング に お ける 新た な 課題 へ の 対応 で す 。 例 えば 昨年 生じ た 資金 移動 業 を 介し た 不正 
出 金 事案 で も 、 資 金 移動 業者 、 銀 行 そ を れ ぞ れ へ の 監督 上 の 対応 、 シ ステ ム 面 か ら の 検証 等 が 必要 に な り ま 
し た 。 足 も と で も 、 経済 安全 保障 や 気候 変動 と いっ た 、 新 た に 横断 的 に 取り 組む べき テー マ が 発生 し て い 
る と ころ で す 。 こ うい っ た 新た な 課題 に つい て は 、 全 庁 的 な 対応 が 必要 と な る も の も 多い の で す が 、 総 合 
政策 局 に 置か れ て いる り リ 分 課 と し て は 、 そ の コン セプト を 踏ま え 、 縦 横 別 の チー ム 、 デ ー タ 分 析 、 立 入 検 
と いっ た 様々 な チー ム の 連携 に より 主体 的 に 対応 し て いく こと が 求め られ ます 。 
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き で くく 記 遇 し で ミ きい りき し 決っ りり 
一 読 し て 十分 理解 で きる も の と な っ て いる か は 
自信 が あり ませ ん 。 こ の よう に 組織 が 複雑 に な 
っ て いる 背景 に は 、 金 融 庁 が 向き 合っ て いる 金 
融 シ ステ ム そ の も の が 日 々 変化 ・ 複 雑 化し て い 
る こと も 大 き な 理 由 と 考え られ ます 。 リ 分 課 と 
し て は 引き 続き | 総合 的 に 金融 シレ ステ ム 全 体 の 
リス ク や 業態 横断 的 な 課題 に 対応 する 」 組織 と と i 
し て 様々 な 課題 に 取り 組ん で いき ます が 、 本 稿 Financial Monitoring Council 
が 少し で も その 業務 イメ ー ジ の 理解 に 繋が れ ば 
幸い で す 。 
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資料 2 】 金融 モ ニタ リン グ 協 議会 (FMC) の ロゴ 
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1. は じ め に 

イン ド と いえ ば まず 思い つく の は 、 膨 大 な 人 口 に 加え 、 根 強く 残る カー スト 制度 の 影響 、 世 界 で 最も ひ 
どい と 言わ れる 大 気 汚染 な ど ネ ガ テ ィ ブ な 面 も あり ます で し ょ うか 。 

イン ド は 28 の 州 と 8 つの 連邦 直轄 領 か ら な り 、 公 用 語 は 23 言 語 (イン ド の 憲法 規定 + 英語 ) 、 国 土 面 
積 は 329 万 平方 キロ メー トル で す が 、 こ れ は 欧州 連合 (EU) と 比較 され る こと が あり ます 。EU は 27 の 加 
盟 国 か ら な り 、 国 土 面積 は 429 万 平方 キロ メー トル 、 公 用 語 は 24 言 語 で あり 、 イ ンド は EU と 同 程度 の 多様 
性 を 備え て いる と みる こと も で きる か も し れ ま せん 。 

イン ド を 理解 する 上 で は 、 ヨ ー ロ ッ パ (EU) を 理解 する よう に 、 地 域 差 や 多様 性 を 考慮 し な けれ ば な 
ら な いと 考え で お り ま すう | 目 本 の 報 追 を 見 C い る と イン ド の 同 部 @ 起 きだ 事情 が イン ド 全 直 に お い 下 
こっ て いる 出来 事 の よう に 報道 され る こと も あり 、 そ の よう な 面 が 否定 で き な い こと も あり ます が 、 時 に 
は イン ド の 多様 性 を 無視 し た 、 イ ンド を 誤解 する 原因 に も な っ て いる よう な 気 が し ます 。 

人 RI < 樹立 70 周 年 と な る 記念 の 年 で あり 、 ま た 再来 年 に は G20 が イン ド に お いて 行わ れる 予定 

今後 も 経済 の みな ら ず 、 外 交 ・ 防 衛 な どの 観点 で 日 印 関係 の 重要 性 は 増す ば か り で す が 、 良 好 な 日 

i 助 と な る よう 業務 に 励ん で 参り た いと 思っ て お り ま す 。 
























































2. イン ド の コロ ナ の 状況 

イン ド と いえ ば デル タタ 株 が 初め て 発見 され た 地 で あり 、 
本 年 4 月 頃 に は イン ド に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 第 2 
波 に より 感染 者 が 急増 、 入 院 で き な い 患者 が 多数 出 て し 
まい 、 酸 素 ボ ン べ を 求め て 行列 を 作る イン ド 人 の 光景 な 
ど が 日 本 で も 報道 され て いた た め 、 そ の よう な 光景 を 思 
NE の 220 NASUEU NRIE プ 計 ショ ピン 5P 2 ちろ 
波 に お いて は 、 イ ンド 全土 で 1 日 に 41 万 件 (新規 感染 者 
数 ) を 記録 し まし た 。 

同時 期 は イギリス の ボリ ス ・ ジ ョ ン ン ソン 首相 や 日 本 の 
菅 総理 (当時 ) が イン ド を 訪問 する 予定 で し た が 、 感 染 
者 の 急増 に より 中 止 に な り ま し た 。 私 も 同期 間 は 自宅 で 
テレ ワー ク を し な が ら 感 染 の 波 が 落ち 着く の を 祈っ て お 
計 ま ま 2 罰 目 前 目 夫 人 っ ( もり まり / 

その よう な 報道 も あっ て か 、 私 が 一 時 帰国 し た 際 に も 
ント の ョ 還 寺 の 状況 邊 内 天 の 中 人間 が れる こと の 
多い の で す が 、10 月 現在 の イン ド の コロ ナ 感 染 の 状況 は 
低位 で 推移 し て いま す (1 日 の 新規 感染 者 数 は イン ド 全 
土 で 1 一 2 万 人 台 程 度 を 推移 ) 。 

当地 の 報道 を 見 て いる と 、 第 2 波 の 教訓 か ら あ りう べ 




















護 2020 年 3 月 に 術 あ れれ だ 1 ント 倫 二 
お 3 ドロ が 以 の ロッ クダ ウン 時 の も の 。 

き 第 3 波 に 向け て 備え る 動き も あり 、 感 染 状 況 が 落ち 着 人 NR 

いた 現在 も マス ク を し て いる 人 を 見 か け ま す 。 お り 、 当 時 の 混乱 状況 が 伺え る 。 











3 a イ ン ド の 経済 情勢 
ここ 数 年 、 イ ンド の GDP 成長 率 は 年 5 て 8 % 台 と いう 水準 で 推移 し て いま し た 。2018 年 に イン ド の 大 
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手 ノ アン バ ン ク で ある IL&FS が 相次い で デフ ォ ル ト を 起こ し た こと か ら 、 金 融 機関 の 貸し 渋り が 起こ り 、 
RS 88 
ま US 2020 和 2 月 条 ね 0 だ 2 生ま の 表 朋 同上 全 わる の 目 / ク クウ クン に NN 人 半 ま 二 肝 2006 
台 ま で 上 昇 し 、2020 年 度 の 実質 GDP 成長 率 は 前 年 同期 比 7.3% の 縮小 と な り ま し た 。 

し か し その 後 イ ンド 経済 は 政府 の 経済 政策 も あり 回 復 基調 に あり ます 。 特 に 本 年 7 月 以降 経済 活動 は 活 
発 化し 、 下 半期 に か け て 成長 は 加速 する 見 込み で す 。 特筆 すべ き は ロッ クダ ウン の 影響 で 一 時 は 25,000 ポ 
イン ト 台 まで 落ち 込ん だ イン ド の 株 価 (SENSEX 指 数 ) が 、 直 近 10 月 に は 60.000 ポ イン ト 台 まで 上 昇 し て 
いる こと で す 。 イ ンド 経済 回 復 へ の 市 場 の 期待 が 見 て 取れ ます 。 








































































































4. イン ド の 人 金融 情勢 

イン ド の 人 金融 面 に お いて 特徴 的 な も の の 一 つと し て 、 RUE げ ら れ ま す 。 本 年 3 月 時 点 
で イン ド の 商業 銀行 全体 の 不良 債権 比率 は 7.5% で あり 、 国 営 銀行 に 限れ ば 9.5% と 、 諸 外国 の 銀行 と 比較 
し て も 不良 債権 比率 が 非常 に 高く な っ て お り ま す 。 金融 危機 の 引き 金 に な ら な いた め に も 、 注 視 が 必要 で 
58 
も う 一 つ 特 徴 的 な も の と し て 、 デ ジタル を 利用 し た 金融 取引 の 質 の 向上 及び 金融 包摂 の 取り 組み を し て 
いる こと が 挙げ られ ます 。 例 えば イン ド 準 備 銀 行 (RBI) は 、 イ ンタ ーネット 環境 が 悪い また は 利用 不可 
能 な 地域 ・ 場 面 に お いて も デジ タル 決済 が で きる よう に 、 オ フラ イン で の デジ タル 決済 を 可能 に する た め 
の 実験 を 行っ て お り ま す 。 ま た 、 イ ンド 国内 で の デジ タル 決済 の 普及 率 を 高め る た め に は デジ タル 決済 が 
で きる ポイ ント を バラ ンス よく イン ド 国 内 に 配置 する こと が 必要 で あり 、 そ の た め 、 決 済 イ ン フ ラ の ある 
場所 の 位置 情報 を 取得 する 枠組 み を 設け る 、 な どの 取り 組み を し て お り 、 日 本 に は な い 興 味 深 い 取り 組み 
が 多い と 感じ ます 。 
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5. 日 印 金 融 協力 対話 の 開催 

本 年 4 月 14 日 に は 、 第 6 回 日 印 

金融 協力 対話 が オン ライ ン に て 開 MJ 
催さ れ ま し た 。 本 会 議 は 2014 年 11 
月 か ら 年 に 1 回 程度 の 頻度 で 開催 
され て いる も の で あり 、 日 印 敵 の 
経済 ・ 金 融 面 の 協力 を 深化 させ る 
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Manish Jha 司 FINANCE 2021 (host) 好 







































































7 め に 議論 を 得 う 場 を な つ で し \ ま 〇 FSA Japan AMAYA Tomoko 4 Japan MOF 9 Dr Ashima Jain 
T る 
日 本 側 か ら は 金融 庁 、 財 務 省 の - 
他 、 日 系 金融 機関 な ど が 参加 し | 写真 : オン ライ ン で 開催 され た 第 6 回 日 印 金融 協力 対話 
a 陸上 p ジジ ヽ ベス る 公 = \L は 
イン ド 側 か ら は イン ド の 金融 監督 NC RNN 2 

















当局 で ある イン ド 財 務 省 、 イ ンド 準備 銀行 (RBI) 、 イ ンド 証券 取引 委員 会 (SEBI) 、 イ ンド 保険 監督 庁 
(IRDAI) が 参加 し まし た 。 

天谷 総括 官 (肩書 は 当時 ) は 、 本 会 議 の 冒頭 で これ まで の 日 印 関係 の 取り 組み や イン ド の 潜在 的 な 可能 
性 に ID PS ES 貢 市 場 の 発展 の 経緯 や さら な る 発展 に 向け 
た 取り 組み を 紹介 する な ど し 、 イ ンド 側 か ら は イン ド の 国際 金融 セン ター で ある GIFT City (Gujarat 
International Finance Tec-City) の IP 206 上 方 旧 交 失 る 天 )U ま 7 

イン ド の 国際 金融 セン ター に 関し て は 、 イ ンド 西部 グジャラート 州 (モデ ィ 首 相 の 出身 地 ) に 金融 セン 
ター が 建設 され て お り 、 イ ンド の 主要 な 地場 銀行 の 他 、 ス タン ダー ド チ ャ ー タ ー ド 銀行 な ど が すでに 進出 
し て いま す 。 イ ンド 政府 も GIFT City へ の 金融 機関 の 誘致 に 熱心 で あり 、 こ の よう な 対話 の 場 を 通じ て イ 
ンド 政府 と 意見 交換 が で きる 機会 は 非常 に 貴重 で ある と 思い ます 。 

今後 は この よう な 日 印 の 対話 の 場 を 増やし 、 日 印 関係 が 金融 面 に お いて より 一 層 深 化す る よう 取り 組ん 
ぐり まま 
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玉生 解脱 コナ 








金融 庁 で は 、「 つ みた て NISA|」 を きっ か け に より 多く の 方 が 資産 形成 に 関心 を 持っ て いた だ ける よう 、 
個人 の 方 々 か ら 資 産 形成 に 関す る ご 意見 を 聞か せ て いた だ く 場 と し て 、「 つ みた て NISA Meetup」 ※1 を 
開催 し て まい り ま し た 。 昨年 5 月 以降 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 拡大 防止 の 観点 か ら 、 オ ン ラ イン で 
開催 し て いま す 。 

今回 は 、 証 券 監督 者 国際 機構 (IO0SCO) が 推進 する 世界 投資 者 週間 (World Investor Week) に あわ せ 
て 、 本 年 10 月 8 日 ( 金 ) に 開催 し まし た 。 第 一 部 は 金融 庁 か ら 「 資 産 形成 と つみ た て NISA」 と 題し て プ 
レ ゼ ン を 行い まし た 。 当日 発表 され た NISA 利 用 状況 調査 を 紹介 し 、 つ みた て NISA の 口座 数 が 本 年 6 月 末 
時 点 で 約 417 万 口座 と な り 、 3 カ月 前 と 比べ 約 57 万 口座 増加 し た こと や 、 特 に 年 代 別 で 20 代 の 口座 増加 率 
が 最も 高かっ た こと を 紹介 し まし た 。 

第 二 部 で は 、20 代 が 集まり 投資 に つい て 考え る 「104 (トウ シ ) コン ソー シア ム 」 ※2 と 、 金 融 庁 の 20 
代 職員 か ら 、 投 資 に 対す る 質問 や 悩み を 聞き 、 セ ゾン 投信 株 式 会 社 中 野 晴 啓 氏 と シン クタ ンク ・ ソ 
タイ アパ バジ ク 信用 半 民 回 答 0 た きま し 1 ツン ョ ンク の 還 邊 抽 仙 の ちん 有 | 。、 
後段 は | 投資 の 実践 方 法 ] に 分 け て 行い まし た 。 | 投資 の 考え 方 ]」 で は 、 投 資 に つい て の 情報 収集 の や り 
方 、 資 産 形成 で 目指 すべ き リ ター ン 、 若 いう ち に 投資 を 始め る メリ ッ ト 、 投 資金 額 の 決め 方 な ど に つい て 、 
EN の ンク ョ ヨン DO いま US II 投 仙 の 守 介 清川 で NN 二股 MISAIISG 「 っ た だ で て NISAI どる ちら が 
いい か 、 投 資 信託 の 選び 方 の 基準 、 全 世界 と 新興 国 ど ちら に 投資 すべ きか 、 な ど が 話題 と な り ま し た 。 






















































































































































































































































































































































くる 登壇 者 の 感想 > 

104 コ ン ソ ー シ ア ム 
永井 思 さ ん 

「 長 期 積 み 立 て 投資 を や っ た 方 が いい 」 と 惹 で よく 

商 放 生還 で ODN UINISSUNe まで 財 
感 が 湧い て いな か っ た の で す が 、「 時 間 は 財産 で ある 」 
と いう コメ ント が 深く 印象 に 残り まし た 。 投資 を 始め Li 
る 際 に は 、 色 々 勉強 し な けれ ば な ら な いと いう イメ ー Ke ME | 
ジ も あり 、 及 び 腰 に な っ て いた の で す が 、「 ま ず は 経 中 央 は セゾン 投信 株 式 会 社 中 野 晴 啓 氏 
験 を 積め あこ と |」 と 聞い て 、 や ら な い 言 い 訳 を し て いる 場合 で は な いと 思い 直し まし た 。 まず は ほ つ み た て 
NISA 口 座 の 開設 と 、 加 入 時 に 何と な く 商 品 選択 し た まま 放置 し て し まっ て いる 、 企 業 型 確定 拠出 年 金 
の 商品 見 直し か ら 始 め た いと 思い ます 。 































































































八 須 麻衣 さん 

つみ た て 投資 と 並行 し て 、 ま と まっ た 額 の 投資 も 行っ て お り 、 ど ちら が 自分 に 向い て いる の か 悩ん で 
いた の で す が 、 中 野 様 が お っ し ゃ られ て いた よう に 、 多 額 の 投資 に よっ て 価格 の 変動 が 気 に な る よう に 
な っ て し まっ て お り ま し た 。 長期 的 な 資産 形成 の た め に も 自分 の 性 格 的 に も 、「 つ みた て 」 が 向い て い 
る と 気づく こと が で きま し た 。 投機 的 に お 金 を 増やす こと を 考え る の で は な く 、 目 標 を 設定 し 、 そ の た 
め に 月 どれ ほど つみ た て 投資 を 行え ば よい の か 、 戦 略 的 に 投資 を 行う よう に 見 直し た いと 考え て お り ま 
す 。 今後 は 、 藤 沢 様 に ご 教示 いた だ いた 、 投 信 評価 会 社 の web ペ ー ジ を 活用 し て 、 投 資 信託 の 比較 検討 
を 行い 、 商 品 選択 を し た いで す 。 知識 が な いと き は 、 過 去 運 用 実績 等 を 見 る くぐら いし か 検討 材料 が な 
か っ た の で 、 今回 得 た 知識 を 活用 し 、 よ り 覧 くつ みた て 投資 に 挑戦 し た いと 思い ます 。 

























































































































































































※1 [つみ た て NISA Meetup] に つい て は 、 
https://www_.fsa.go.jp/policy/nisa2/opinion/index.html を ご 参照 くだ さい 。 

2 人 ON ヨコ ンー シン ls CGN 11 
外部 サイ ト https://forbesjapan.com/feat/104consortium/ を ご 参照 くだ さい 。 








松本 英樹 さん 

寺 華 メン バー に 直接 質問 で き 、 非 常に 楽し か っ た 。 ど の よう な 仕組 み で 株 価 が 形成 され る の か 、 ど の 
よう な お 金 の 循環 が 世界 で 起こ っ て いる の か な ど 、 投 資 に 関す る 本 質 的 な 回 答 や 説明 を た くさ ん いた だ 
けた の で 、 勉 強 に な り ま し た 。 ま た 、 他 の 20 代 の 人 が どの よう に 投資 と 向き 合っ て いる の か を 知れ て 面 
白かっ た 。 意外と 皆さん 投資 し て いる ん だ な と いう 印象 を 受け た 。 誰 も が リス ク を 抑え な が ら 確 実に 1 
産 形成 する に あたっ て 、 長 期 ・ 分 散 ・ 積 立 を 意識 し た 投資 は 本 当 に 有効 な の か ? と 感じ て いた が 、20 年 
間 の 投資 リタ ー ン 実績 を 見 て 、 納 得 。 特 に 積立 を する こと で 、 購 入 単 価 な ん て 分 か ら な く な る た め 、 結 
果 的 に 株 価 変動 が 気 に な ら な く な る 、 と いう の は その 通り だ と 思っ た 。 一 般 的 な 人 間 の 心理 に 寄り 添っ 
た 投資 手法 な ん だ な と 、 自 分 な り に 理解 し まし た 。 ひ と まず 個別 株 投資 を 続け よう と 思い ます が 、 ラ イ 
スニ ョ シン の の 作 の と ( 目 人 の で て こま GU スク 0 と 00 (0( き 268SNBU MI 志 2 0 夫 
RS 上 EGO ! 

















































































































































































































































































































金融 庁 
坂上 真樹 さん 
投資 に 関心 が ある 同年 代 の 方 々 と の 交流 、 そ し て 実際 感じ て いる 疑問 を 投資 会 社 の 方 に 、 直 接 お 伺い 
する こと が で きた の は 大 変 有意 義 な 機会 で し た 。 少 し ずつ で も 長く 続け る こと が 大 事 と いう お 話 も あり 、 
早め か ら 行 動 す る こと の 大 切 さ を あら た め て 感じ まし た 。 投資 信託 の 選び 方 に お いて 、 資 金 流入 が 継続 
的 で ある ファ ンド と いう 観点 で 選ぶ こと も 、1 つ の 方 法 と いう 話 が 大 変 勉強 に な り ま し た 。 ま た 積立 投 
資 は 1 稼ぐ ざこ と が で き な く な る 将来 の 自分 へ の 信 送 り | と いう 言葉 が 印象 に 残っ て お り ま す 。 
今回 ご 教示 いた だ いた 投資 信託 の 手数 料 を 比較 で きる ウェ ブサ イト で 調べ た の ち に 、10 月 中 に は 資産 
運用 を 始め た いと 思っ て お り ま す 。 






















































































































































































佐藤 主 降 さん 

プレ ゼン ター の お 話 を 聞い て 、 投 資 を する こと の 重要 性 が 身 に し まし た 。 また 商品 の 選び 方 、 投 資す 
る べき 金額 等 具体 的 な お 話 も た くさ ん 聞け た の で 、 な か な か 踏み 出せ な か っ た 一 歩 を 踏み 出す こと が で 
きる よう な 気 が し て お り ま す 。 ま た 、 資 産 流入 量 で ファ ンド を 選ぶ 、 家賃 と 同じ くら い の 必 須 偶 用 と し 
て 投資 を 考え る 等 、 投 資 に 対す る 考え 方 ・ 実 貴方 法 に つい て 貴重 な お 話 を 聞く こと が で き て 勉強 に な り 
まし た 。 ま ず は 投資 を 始め る こと が 重要 だ と 感じ まし た 。 投資 を する 中 で また 新た に 悩み も 生じ る か と 
思わ れ ま す の で 、 そ の 際 に は 技術 的 な が ポイ ント に つい て お 話 伺 えれ ば と 思い ます 。 
































































































































































































































高田 航 平 さん 

自分 と 同 世 代 で し っ か り と 投資 に 向き 合っ て い 
る 方 が 、 数 多く いら っ し ゃ る こと に 刺激 を 受け た 。 人 
短い 時 間 で は あっ た が 、 参 加 者 が その 道 の ト ッ プ i ーー ー 
プ 刀 に 直接 率直 な 疑問 を ぶつ ける こと の で きる 天 _4 
変 貴重 な 機会 だ っ た と 思う 。 ま た 、 投 資 を いざ し に 
よう と 思う と 、 細 か な デー タ の 分 析 や 理解 が 必要 
で 、 ハ ー ド ル が 高い 感覚 が あっ た 。 し か し 、 お 話 a 
の 中 で ご 紹介 いた だ いた コン テン ツ や 書籍 の 活用 、 銃 7alMiiW 
マイ ンド を 知る こと で 、「 初 心 者 」 で も 安心 ・ 安 
全 に 投資 が 行え る 環境 が 既に 整っ て いる こと が 非 | ンタ ング ーッ イプ バ | 


























































































































常に よく わか っ た 。 お 話 に も あっ た 「 習 う よ り 慣 EE 
れろ 」 の 気持 ち で 、 ま ず は つみ た て NISA を いち 早 
く 始め て みた い 。 
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市 場 へ の メッ セー ジ (課徴 金 納付 命令 勧告 の 解説) 




















TS 視 委員 会 (以下 「 証 券 監視 要 ] と いい ま 
Fe ) 1 案 等 ( こ 関 する 解説 記事 を | 市場 へ の メ 
ッ セ ー 1 視 委 ウェ ブサ イト に 掲載 し て お 
り ま す 。 

こ ご で は 本 年 10 月 29 由 に 掲載 た 市 場 べ の メッ セ 
ー ジ 」 の 内 容 の 一 部 に つい て ご 紹介 し ます 。 

※「 市 場 へ の メッ セー ジ 」 の 全文 に つい て は 、 証 券 監 

0 ご 参 昭 ご ヽ < 5 っ 
9 GO "for investors, with investors" 


https://www.fsa.go.jp/sesc/message/20211029-1.html 



























































証券 監視 要 は 、 取 引 調 査 の 結果 に 基づい て 、 本 年 10 月 15 日 、 内 閣 総 理大 臣 及び 金融 庁 長 官 に 対し て 課徴 
金 納付 命令 勧告 を 行い まし た ※。 


























【 事 案 の 概要 及び 特色 等 】 

本 件 は 、 イ ンタ ーネット 取引 を 行っ て いた 個人 投資 家 が 、 株 式 会 社 g um i の 株 式 の 売買 を 誘引 する 目 
的 を も っ て 、22 取 引 日 に わた り 、 高 指値 の 買い 注文 を 連続 し て 発注 し て 直前 の 約定 値 よ り 株 価 を 引き 上 げ 
た り 、 下 値 に 複数 の 買 | 発注 し た り 、 引 け 条 件 付き 成行 買い 注文 を 発注 し て 終値 に 関与 し 
2 2 2 この al 同 株 式 の 売買 が 繁盛 で ある と 誤解 させ 、 か つ 、 同 株 式 の 相場 を 変動 させ る ベ 
き 2 に の 8 り 評 。 













































































































































































〇 違反 行為 事実 の 概要 に つい て 





























具体 的 な 取引 手法 は 、 他 の 投資 家 の 売 買 を 


















































































































































= 相場 操縦 手法 
誘引 する 目的 を も っ て 、 4 gene 
① 最 小売 買 単位 で の 株 価 の 引き 上 げ や 、 最 課 役 金 納付 語 令 対象 者 ・ 綱 い 0 
小 コ スト で の 買い 上 が り 買 付け と と も に 【 課 微 金額 1 948 万 m と 半 位 則 2 回 
② 下 値 に 重層 的 な 買い 注文 を 発注 する WEN 7 TUPIO 、 に DTI 
③ 更 に 0 引 成 の 買 い 注 文 に ま る 株 人 1 合 | 中 計 記 gumi ( 東 1 : 3903) R2.8.12 午後 2 時 22 分 頃 一 R2.9.10 午前 10 時 42 分 頃 
な ど に より 同 株 式 の 売買 が 繁盛 で ある と 誤 
解 さ せ 、 か つ 、 同 株 式 の 相場 を 変動 させ る ベ 由 計 二 | | 『 | | | de ] 
き 一連 の 売買 を 行っ た 事案 と な り ま す 。 0 トト 























































































































































違反 行為 者 は 、 本 件 違反 行為 期間 に お いて 、 i se 2 LN 
株 価 引 上 げ ナ を 1415 回 (うち 最小 売買 単位 で | | | ee |/ | Nss 
の 引上げ : 1026 回 、 買 い 上 が り 買 付け : 45 に 
回 ) 、 終値 関与 を 21 回 行っ て お 67 "| レ 
※ イ ンタ ーネット 取引 の 普及 や 発注 シス テム 2 
の 進歩 な ど に より 、 個 人 投資 家 に お いて も i 
様々 な 発注 形態 に よる 取引 が 可能 と な っ て い ーー ーー 値段 買い 注文 
る 中 で 、 相 場 操縦 に お ける 取引 手法 も 益々 巧 Sssss| oss 
妙 化し て お り ま す 。 ELIS | oss 
そつ 0 見 所 の と も 中 まえ A 有 たつ 2 で 証人 な ED | oo 。| > 
市 場 の 公正 性 ・ 健 全 性 を 損なう 不 公正 取引 に | a lessee ss 
対し て は 、 引 き 続 き 、 厳 正 な 調査 を 実施 し て TE | oo | Seeee Seee 
WS a くく くぐる ぐる の る る 
※ 本 年 10 月 15 日 公表 、「g um i 株 式 に 係る 相場 控 綻 に 対す る 課 微 金 納付 命令 の 勧告 に つい て 」 は 、 1 


https://www_.fsa.go.jp/sesc/news/c_2021/2021/20211015-1.html を ご 参照 くだ さい 。 





お 知ら せ 


銀行 を ご 利用 の お 客 様 さ ま へ 
ー 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


銀行 を こ 利 用 の お 客 さ ま へ ヘ へ 


ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


勿 行 は 、 お 振込 みや 現金 の お 引出 し 、 お 借入 れ な ど に 関す る ご 相談 ・ ご 支援 な ど 、 
生活 の 維持 や 事業 の 継続 に 不可 欠 な 金融 サー ビス の 提供 を 継続 し て まい り ま す . 
今後 も 、 お 客 さ ま の 安全 と 健康 を 守る た め 、「 3 つの 四 」 を 選 け る な どの 各 衝 取 組み を 行っ て まい り ま す が 、 
お 客 さ ま に は 、 起 行 を 安全 な 場所 と し て 安心 し て ご 利用 いた だ く た め 、 
引き 続き 以下 の 点 に つい て の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


中 ご 来店 時 の 感染 を 避け る た め の お 願い 
ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 マス ク 着 用 ・ ご 来店 前 の 体調 確認 


< っ 1 & の 


仲良 時 の お 急 き の お 手続 き な ど に つい て は 、 作 行 に ご 相 論 くだ さい 、。 
ノノ ぺ 有 2 ワク テン を 措 著 され た も 、 引 き 続き マス ク 着用 な どの 且 予 了 対 策 に ご 協力 くだ さい 。 


混雑 を 避け る た め の お 願い 


(① お 急ぎ で な い 場 合 は 、 混 雑 予想 日 を 避け た 11 月 の 混雑 予想 日 mm eeeees 


ご 来店 を ご 検討 くだ さい 。 


② お 振込 や (納付 書 に 区, マー ク が ある) 
納税 手続 等 、 ご 相談 な ど は 、 
窓口 以外 の サー ビス (や ) も 
ご 活用 くだ さい 。 
※ATM や イン ター ネッ トバ パン キン グ 、 コ ー ル セン ター な ど 


玉 十 日 月 5 日 、10 日 、15 日 30 日 、25 日 ) 、 懇 月 率 日 本 ビ は 放電 び 子 さ れ ま す 。 (2O21 征 10 月 邊 本 


通常 通り お 取扱 いし て いる お 取引 例 混雑 を 選 け た ご 利用 を ご 検討 いた だ きた い お 取 引 例 


拉 者 販 電 の 到 拓 い に つ いて は -、 各 行 に を 前 い 合わ せい た だ く か 、 各 殺 行 の ウェ ブサ イ ト で ご 確認 くだ さい 。 質 利 の ご 事情 が ぁ る 場 会 は 吉 震 林 に ご 電 読 ください, 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
( 令 和 3 年 10 月 1 日 て 10 月 29 日 ) 





























[経営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン | の 活用 に 係る 組織 的 な 取組 み 事例 集 ( 令 和 3 年 10 月 改訂 
いて (10 月 5 日 ) 


[| デジ タル ・ 分 散 型 金 融 へ の 対応 の あり 方 等 に 関す る 研究 会 ] (第 3 回 ) を 開催 (10 月 6 日) 
LGT ウ ェ ル スマ ネジ メン ト 信 託 株 式 会 社 に 対し 、 信 託 業 の 免許 を 付与 (10 月 7 日 ) 
の 在り 方 に 関す る 懇談 会 ( 令 和 3 事務 年 度 ) 」 (第 2 回 ) を 開催 (10 月 11 日 ) 
[資金 決 済 ワ ー キ ング ・ グ ルー プ | (第 1 回 ) を 開催 | 回 ) 

「 市 場 制 度 ソ ー キ ング ・ グ ルー プ | (第 12 回 ) を 開催 15 日) 

横断 的 な サイ バー セキ ュ リ ティ 演習 (Delta Wall VI) 」 に つい て (10 月 19 日 ) 
学生 向け コン テン ツ 「 う ん こ お 金 ドリ ル ] 第 2 弾 を 公表 (10 月 20 日 ) 
事業 者 を 支え る 融資 ・ 再 生 実務 の あり 方 に 関す る 研究 会 (第 4 回) 」 を 開催 (10 月 25 日 ) 
企業 会 計 審議 会 監査 部 会 (第 53 回 ) を 開催 (10 月 26 日 ) 
[ソー シャ ル ボ ンド ガイ ドラ イン | の 確定 に つい て (10 月 26 日 ) 
金融 庁 を 騙っ た 電子 メー ル に ご 注意 くだ さい (10 月 27 日 ) 
金融 審議 会 「 デ ィ ス クロ ー ジ ャ ー ワ ー キ ング ・ グ ルー プ 」 (第 3 回 ) を 開催 (10 月 
e ラ ー ニ ング 講座 「 マ ネ ビ タ 一 人 生 を 豊か に する お 金 の 知恵 一 」 の 公表 (10 月 
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・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa JAPAN 


Twitter 
情報 発信 
強化 中 ! 





誌 ご 意見 ・ ご 感想 は 以下 の メー ル ア ド レス か ら 
「 金 融 庁 広報 室内 アク セス FSA 担 当 者 」 苑 に お 送り くだ さい 。 
E-mail : fsa kouhou@fsa.go.jp 


デン ダー パー 












編集 後記 


今月 号 で は 、 リ 分 課 ( り ぶ ん か ) 誕生 後 4 年 目 の 振り 返り 、 イ ンド の 今 な ど 、 こ ご これ まで に な い 切 り 口 の 寄稿 
が 掲載 され て お り ま す 。 

これ まで に な いと いう 観点 で 、 衝 撃 を も っ て 迎え られ た の が 

本 年 3 月 の 「 う ん こ お 金 ドリ ル 」 (うん こ ド リル >x 金 融 庁 ) で し た 。 


その 第 2 弾 が 、10 月 20 日 に 公表 され て お り ま す ! 
第 2 弾 で は 、 お 金 が 社会 の 中 で どう 回 つて いる の か を テー マ に し て いま す 。 
アク セス FSA 来 月 号 で も 解説 し ます ! 





EE eo | 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 


(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 15 










































































